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TypeScriptでは「x is S」や「変数 is 型」と書くことで、その値が特定の型かどうかを判定し、コンパイ
ラーに「この値はこの型」と伝える「型述語」を表現できます。型述語は本来戻り値型に明示しますが、
関数本体から自動で推論させることもできます。
次のisNumber関数を見てみましょう。引数が数値かどうかを判定する関数です。型述語の記述「: value 
is number」をしていませんが、正しく型ガードが行われ、valueがnumber型に絞り込まれています。

	■ TypeScript	 recipe_115_1.ts

function isNumber(value: number | string) {
  return typeof value === "number";
}

function main(value: number | string) {
  if (isNumber(value)) {
    // valueはnumber型に絞り込まれる
    value.toFixed(2);
  }
}

Syntax

・型述語を書かずに型ガードを実装する
・filterでnullやundefinedを型安全に除外する
・instanceofやタグ付きユニオンの絞り込みを自動推論さ

せる

利用シーン

115 型述語を推論させたい

構文 function isType(value: unknown)

意味 変数が特定の型であるかを確認するユーザー定義型ガード関数

構文 array.filter((value) => value != null)

意味 nullやundefinedを除外する配列フィルタリング

構文 array.filter((value) => value instanceof Class)

意味 特定のクラスのインスタンスのみを抽出
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	■ 型述語の推論結果の確認
TS PlaygroundやVS Codeでユーザー定義型ガードの関数を確認すると、戻り値として型述語が推
論されていることがわかります。

	● 型述語の推論結果の確認

	■ filterメソッドでの応用
型述語の推論は、配列のfilterメソッドで型を絞り込むときに使えます。数値、null、undefinedが混在
する配列からnullとundefinedを取り除く場合、次のコードで型安全に実現できます。

	■ TypeScript	 recipe_115_2.ts

function isString(value: unknown) {
  return typeof value === "string";
}
// ホバーすると: function isString(value: unknown): value is string

function isNumber(value: number | string) {
  return typeof value === "number";
}
// ホバーすると:
// function isNumber(value: number | string): value is number

推論結果

型述語

	■ TypeScript	 recipe_115_3.ts

const result 
  = [12, null, 24, undefined, 48].filter((value) => value != null);
// resultはnumber[]に推論される
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型述語の推論機能を使わない場合は、明示的な型述語を記述する必要があります。ただし、明示的
な型述語は実装と一致しなくてもコンパイルエラーにならないため、ランタイムエラーの原因となる危
険性があります。

value != nullのようにnullとundefinedだけをふるい落とす比較は推論が正しく効きます。一方で
filter(Boolean)のような「truthy判定」ではTypeScriptが型を十分に絞り込めず、falsyに評価される
0や空文字まで除外されかねません。必ず残したい値と落としたい値を明示し、条件式を意図的に書
き分けましょう。

	■ �instanceofやタグ付きユニオンによる絞り込み
instanceofやタグ付きユニオンによる絞り込みの結果も推論できます。これはif文での型ガードだけ
でなく、filterメソッドでも同様に機能します。

	■ TypeScript	 recipe_115_4.ts

const result = [12, null, 24, undefined, 48].filter(
  (value): value is number => value != null,
);

	■ TypeScript	 recipe_115_5.ts

type A = { type: "A"; a: number };
type B = { type: "B"; b: number };

function isA(x: A | B) {
  return x.type === "A";
}

function check(foo: A | B) {
  if (isA(foo)) {
    // OK！
    console.log(foo.a);
  }
}
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■   ■    実例
商品検索システムでは、検索結果の一部がnullやundefinedになることがあります。次の例では、無
効なデータを除外し、在庫のある商品の平均価格を計算しています。

	■ TypeScript	 recipe_115_6.ts

type Product = {
  id: number;
  name: string;
  price: number;
  stock: number;
};

// 商品検索結果（一部の商品データが取得できない場合がある）
const searchResults: (Product | null | undefined)[] = [
  { id: 1, name: "ノートPC", price: 80000, stock: 5 },
  null, // データ取得エラー
  { id: 2, name: "マウス", price: 2000, stock: 0 },
  undefined, // 商品が存在しない
  { id: 3, name: "キーボード", price: 5000, stock: 10 },
];

// 有効な商品データのみを抽出
const validProducts = searchResults
  .filter((product) => product != null)
  .filter((product) => product.stock > 0); // さらに在庫ありの商品のみ

// 型安全に商品価格の合計を計算
const totalPrice = validProducts.reduce(
  (sum, product) => sum + product.price,
  0,
);
const averagePrice =
  validProducts.length > 0 ? totalPrice / validProducts.length : 0;

console.log(`在庫商品数: ${validProducts.length}`); // 2
console.log(`平均価格: ${averagePrice.toLocaleString()}円`); 
// "平均価格: 42,500円"
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「as const satisfies」は、as constとsatisfies演算子を組み合わせた機能です。オブジェクトの
widening（型の拡大）を防ぎながら、同時に型チェックも実行できます。

	■ オブジェクトはwideningされる
次のようにオブジェクトを変数定義すると、
user変数は{ name: string, age: number 
}型にwideningします。具体的には、name
プロパティのリテラル型"鈴木"がstring型
に、ageプ ロ パ ティのリテラ ル 型24が
number型に拡大されます。

	■ as constを使うとwideningを防げるが、型チェックができない
as const（ レ シ ピ116「 値 の 型 の 拡 大

（widening）を防ぎたい」参照）を使うと、
wideningを防げます。次のようにas const
を 付 与 す ると、user変 数 は{ readonly 
name: "鈴木"; readonly age: 24 }型にな
ります。nameプロパティとageプロパティ
のリテラル型が保持され、さらにreadonly
修飾子もつきます。

	■ TypeScript	 recipe_117_1.ts

const user = {
  name: "鈴木",
  age: 24,
};

	■ TypeScript	 recipe_117_2.ts

const user = {
  name: "鈴木",
  age: 24,
} as const;

・オブジェクトのwideningを防ぎつつ型チェックする
・設定オブジェクトや定数を定義する
・リテラル型を保持しながら型安全性を確保する

利用シーン

Syntax

構文 意味
オブジェクト as const satisfies 型 wideningを防ぎつつ型構造をチェック

オブジェクトの型推論結果を
保持しつつ型チェックをしたい117
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しかし、as constだけでは特定の型構造と
の適合性チェックができません。次の例で
は、nameをnumber型にしてもエラーにな
らず、想定する「nameがstring型でageが
number型」という構造を崩してしまいます。

なお、型注釈を付けた場合、as constでリテラル型に絞り込んでいるのが無効化されてしまいます。
次の例では、User型で型注釈をしているため、as constの効果が失われ、nameプロパティはstring
型、ageプロパティはnumber型として推論されます。

	■ satisfiesを使うと型チェックができるが、リテラル型推論が失われる
レシピ124「型推論結果を保持しつつ型
チェックをしたい」で説明しているように、
satisfies演算子を使うと、型チェックができ
ます。次の例では、オブジェクトが{ name: 
string, age: number }型かどうかをチェッ
クしています。

型の一致しない不正なオブジェクトを定義しようとすると、コンパイルエラーになります。次の例では、
ageプロパティがnumber型であることを期待しているのに、string型にしてしまっているので、コンパ
イルエラーになります。

	■ TypeScript	 recipe_117_3.ts

const user = {
  name: 123,
  age: 24,
} as const;

	■ TypeScript	 recipe_117_4.ts

type User = {
  name: string;
  age: number;
};

const user: User = {
  name: "鈴木",
  age: 24,
} as const; // as constより型注釈が優先される

// user.nameはstring型、user.ageはnumber型

	■ TypeScript	 recipe_117_5.ts

const user = {
  name: "鈴木",
  age: 24,
} satisfies {
  name: string;
  age: number;
};
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ただし、satisfies演算子を使うと、リテラル
型推論が失われます。次の例では、user変
数は{ name: string, age: number }型にな
ります。{ name: "鈴木", age: 24 }のリテラ
ル型が失われています。

	■ as const satisfiesを使うと、wideningを防ぎつつ型チェックができる
as constとsatisfies演算子を組み合わせ
ると、wideningを防ぎつつ型チェックがで
きます。次の例では、as const satisfiesに
より、オブジェクトの型チェックを行いつつ、
型推論結果を保持します。

この場合、型推論結果が保持されます。

satisfiesにあわないオブジェクトのプロパティを定義しようとすると、コンパイルエラーになります。次
の例では、nameプロパティがstring型であることを期待しているのに、number型にしてしまっている
ので、コンパイルエラーになります。

	■ TypeScript	 recipe_117_6.ts

const user = {
  name: "鈴木",
  age: "24", // × Type 'string' is not assignable to type 'number'
} satisfies {
  name: string;
  age: number;
};

	■ TypeScript	 recipe_117_7.ts

const user = {
  name: "鈴木",
  age: 24,
} satisfies {
  name: string;
  age: number;
};

	■ TypeScript	 recipe_117_8.ts

const user = {
  name: "鈴木",
  age: 24,
} as const satisfies {
  name: string;
  age: number;
};

	■ TypeScript	 recipe_117_9.ts

user.name;
// ^? "鈴木"
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■   ■    実例
API定数での活用例です。
次の例では、API_ENDPOINTSオブジェクトの各エンドポイントが正しい構造（methodとpathプロパ
ティを持つ ）かをチェックします。あ わ せて、API_ENDPOINTS.users.methodは"GET"、API_
ENDPOINTS.createUser.methodは"POST"というリテラル型で保持されます。

	■ TypeScript	 recipe_117_10.ts

const user = {
  name: 123, // × Type 'number' is not assignable to type 'string'
  age: 24,
} as const satisfies {
  name: string;
  age: number;
};

	■ TypeScript	 recipe_117_11.ts

type HttpMethod = "GET" | "POST" | "PUT" | "DELETE";

const API_ENDPOINTS = {
  users: {
    method: "GET",
    path: "/api/users",
  },
  createUser: {
    method: "POST",
    path: "/api/users",
  },
} as const satisfies  
  Record<string, { method: HttpMethod; path: string }>;
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noUncheckedIndexedAccessを有効にすると、配列やオブジェクトへのインデックスアクセスの戻り
値型に自動的にundefinedが付与されます。インデックスで指定された要素が存在しない場合、その
値はundefinedとして型が推論されるため、存在チェックの漏れをコンパイル時に検出できます。

	■ noUncheckedIndexedAccessがOFFの場合の挙動
次の例は、食べ物名の配列foodsから要素を取得し、要素の先頭の文字を出力するためのプログラ
ムです。先頭文字の出力のために、文字列用のメソッドatを使用しています。インデックス0と1の要
素は存在するため問題なく実行されますが、インデックス2の要素は存在しないため、ランタイムエラー
が発生します。

なぜこういったことが起こるのかというと、foods[0]、foods[1]、そしてfoods[2]も、型推論により
string型として推論されているためです。foods[2]は存在しないためundefinedが返され、undefined
に対してatメソッドを実行してランタイムエラーになっています。開発者としてはfoods[2]が存在しな
いことを明らかに知っていますが、TypeScriptコンパイラーがその情報を判別できていないのです。

	■ TypeScript	 recipe_174_1.ts

const foods: string[] = ["カレー", "うどん"];
console.log(foods[0].at(0)); // 「カ」が出力される
console.log(foods[1].at(0)); // 「う」が出力される
console.log(foods[2].at(0)); // ランタイムエラーが発生する

・配列やオブジェクトの未定義要素へのアクセスを防ぐ
・インデックスアクセスの戻り値にundefinedを含めて安全

にする
・値の取得時に存在確認を強制する

利用シーン

構文 意味
noUncheckedIndexedAccess インデックスアクセスにundefinedチェックを要求

Syntax

存在しない可能性がある配列の
インデックスアクセスを
型安全にしたい

174
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	■ noUncheckedIndexedAccessがONの場合の挙動
次のようにnoUncheckedIndexedAccessを有効化します。

この場合、foods[0]、foods[1]、そしてfoods[2]は、型推論によりstring | undefined型に推論されま
す。したがって、各要素に対してat(0)を実行する場合はオプショナルチェーン（?.）を使用して
undefinedの場合の処理を記述する必要があります。

foods[0]やfoods[1]が明らかに存在している場合、?.を使うのは冗長に見えるかもしれません。本書
では、存在しない要素へのアクセスを防ぐ利点を重視し、noUncheckedIndexedAccessを有効にし
たうえで?.を使う運用を推奨します。

	■ JSON	 recipe_174_2/tsconfig.json

{
  "compilerOptions": {
    "noUncheckedIndexedAccess": true
  }
}

	■ TypeScript	 recipe_174_2/index.ts

const foods: string[] = ["カレー", "うどん"];
console.log(foods[0]?.at(0)); // 「カ」が出力される
console.log(foods[1]?.at(0)); // 「う」が出力される
console.log(foods[2]?.at(0)); // undefinedが出力される

174
存在しない可能性がある配列の

インデックスアクセスを
型安全にしたい
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erasableSyntaxOnlyフ ラ グ を 使 う と、
enumやnamespace、クラスのパラメータ
プロパティ、moduleキーワードなど、Node.
jsでTypeScriptを実行するときに非互換な
構文をエラーとして検出できます。Node.js
とTypeScriptの互換性を高めるのに役立ち
ま す。 フ ラ グ はtsconfig.jsonの
compilerOptionsに設定します。次のよう
に記述すると、削除不可能構文がコンパイ
ル時にエラーになります。

有効化した状態でenumやnamespace、クラスのパラメータプロパティを含むコードを書くと、コンパ
イルエラーになります。

	■ JSON	 recipe_177_1/tsconfig.json

{
  "compilerOptions": {
    "erasableSyntaxOnly": true
  }
}

	■ TypeScript	 recipe_177_1/index.ts

enum MyEnum {
  A,
  B,
  C,
}

namespace myNameSpace {
  export const foo = 1;

・Node.jsのTS実行で非対応構文を事前に検出する
・enumやnamespaceなど削除不可能な構文を避ける
・tsconfigでNode.jsとの互換性を高める

利用シーン

オプション 説明
erasableSyntaxOnly 削除可能な構文のみを許可し、削除不可能構文をエラーにする

Syntax

Node.jsでTypeScriptを実行
するとき、削除不可能構文を
エラーにしたい

177
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コンパイルすると、次のようにerasableSyntaxOnlyでは許可されない構文である旨のメッセージが
表示されます。

	■ なぜこのフラグが必要なのか
Node.jsはTypeScriptファイルをそのまま実行できる

Node.jsはTypeScriptファイルから型注
釈を取り除き、そのままJavaScriptとして
実行できます。
次の例では、TypeScriptファイルindex.
tsをNode.jsで実行しています。

削除不可能構文を排除する
enumやnamespace、クラスのパラメータプロパティなどの構文は、単純な型注釈の削除ではなく変
換処理が必要になるため、「削除不可能な構文」とみなされます。erasableSyntaxOnlyフラグを有効
にすると、こうした構文をコンパイル時にエラーとして検出でき、Node.jsでそのまま実行できるコード
に保てます。
erasableSyntaxOnlyがエラーとする主な構文は次のとおりです。

}

class MyClass {
  constructor(private myField: string) {}
}

This syntax is not allowed when 'erasableSyntaxOnly' is enabled.

	■ TypeScript	 recipe_177_2/index.ts

const myName: string = "とんこつ";
console.log(myName);

node index.ts

TypeScriptコードレシピ集（抜粋版）



626

	▼ enum

	▼ namespace

	▼ クラスのパラメータプロパティ

	▼ レガシーなmoduleキーワード

	▼ import = エイリアス

	■ 削除不可能構文の代替パターン
削除不可能構文が使われているコードは、代替パターンで書き換えられます。

enumの代わりにオブジェクトリテラルを使う
enumを使った削除不可能コードは、次のようなものです。

	● Before（erasableSyntaxOnlyでエラーになる例）

定数オブジェクトとas constの組み合わせで代替できます。

	● After

	■ TypeScript	 recipe_177_4.ts

enum MyEnum {
  A,
  B,
  C,
}

	■ TypeScript	 recipe_177_5.ts

const MyEnum = {
  A: 0,
  B: 1,
  C: 2,
} as const;

type MyEnum = (typeof MyEnum)[keyof typeof MyEnum];
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namespaceの代わりにモジュールとimport * as
namespaceを使った削除不可能コードは、次のようなものです。

	● Before（erasableSyntaxOnlyでエラーになる例）

これは、モジュールとimport * asを組み合わせます。

	● After

パラメータプロパティの代わりに明示的なフィールド宣言
クラスのパラメータプロパティを使った削除不可能コードは、次のようなものです。

	● Before（erasableSyntaxOnlyでエラーになる例）

	■ TypeScript	 recipe_177_6.ts

namespace myNameSpace {
  export const myName = "とんこつ";
}

	■ TypeScript	 recipe_177_7/foo.ts

export const myName = "とんこつ";

	■ TypeScript	 recipe_177_7/main.ts

import * as myNameSpace from "./foo";
console.log(myNameSpace.myName); // "とんこつ"

	■ TypeScript	 recipe_177_8.ts

class MyClass {
  constructor(private myField: string) {}
}

177
Node.jsでTypeScriptを

実行するとき、削除不可能構文を
エラーにしたい
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フィールド宣言と代入を分けることで、代替可能です。

	● After
	■ TypeScript	 recipe_177_9.ts

class MyClass {
  private myField: string;
  constructor(myField: string) {
    this.myField = myField;
  }
}

177
Node.jsでTypeScriptを

実行するとき、削除不可能構文を
エラーにしたい
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